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⑪国際交流
(昭和62～平成2年)

成田空港が開港して10年。5期目を迎えた長谷川市政は、かねて
から念願であった中国咸陽市、米国サンブルーノ市と友好都市・姉
妹都市を締結し、より身近に国際交流時代の到来を感じさせました。
一方、21世紀に向けて新しいまちづくりが急ピッチに進む中、地
域の自然や生活環境の問題が大きくクローズアップ。「成田の水をき
れいにしよう運動」、「ふるさと川づくり」の推進、「印旛沼周辺環境
美化運動」、「ゴミの減量化運動」、「街角クリーン作戦」など、市や市
民の手によって“ふるさと成田”を美しくしようとする運動が大い
に盛り上がった時代でもありました。

咸
陽

か
ん
よ
う

市
と
の
交
流
は
昭
和
60
年
、
陝せ

ん

西せ
い

省
長
か
ら
西
安

せ
い
あ
ん

市
名
誉
市
民
の
鍵
田

忠
三
郎
氏
を
通
じ
、
国
際
空
港
建
設
途

上
の
咸
陽
市
と
友
好
都
市
締
結
の
打
診

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

以
後
、
毎
年
両
市
か
ら
友
好
訪
問
団

を
派
遣
。
61
年
か
ら
は
成
田
青
年
会
議

所
が
主
催
す
る「
成
田
少
年
の
翼
」が
親

善
大
使
の
役
割
を
担
い
、
咸
陽
市
の
少

年
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
な
ど
友
好
都

市
締
結
の
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和
63
年

９
月
14
日
、
成
田
国
際
文
化
会
館
で
友

友
好
都
市
・
中
国
咸
陽
市

好
都
市
締
結
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
両
国
合
わ
せ
１
３
０
人
を
超
す
関

係
者
が
出
席
。
長
谷
川
市
長
と
張ち

ょ
う

宏
勲

こ
う
く
ん

咸
陽
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
ガ
ッ

チ
リ
と
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
た
瞬
間
、

会
場
か
ら
は
万
雷
の
拍
手
が
巻
き
起
こ

り
ま
し
た
。

米
国
西
海
岸
の
大
都
会
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
市
に
隣
接
す
る
サ
ン
ブ
ル
ー
ノ

市
。
姉
妹
都
市
の
な
れ
初
め
は
、
成
田

市
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
サ
ン
ブ
ル

ー
ノ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か

け
姉
妹
ク
ラ
ブ

を
結
ん
だ
こ
と

で
し
た
。

そ
の
後
、
姉

妹
都
市
提
携
の

申
し
入
れ
が
な

さ
れ
、
昭
和
60

年
か
ら
は
毎

年
、
中
学
生
に

よ
る
少
年
海
外

友
好
使
節
団
を

姉
妹
都
市
・

サ
ン
ブ
ル
ー
ノ
市

派
遣
。
サ
ン
ブ
ル
ー
ノ
で
は
中
学
校
の

授
業
参
加
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
２
年
10
月
６
日
、
市
役
所
大
会

議
室
で
姉
妹
都
市
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、

中
国
咸
陽
市
に
次
い
で
２
番
目
の
海
外

提
携
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翌

３
年
に
は
、
成
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

も
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。

「友好の旗」を交換する長谷川成田市長と張咸陽
市長（昭和63年9月14日）

右：

農
業
振
興
に
積
極
的
な
咸
陽
市
。
市
内

の
ト
マ
ト
農
家
を
見
学
す
る
張
市
長

左：

サ
ン
ブ
ル
ー
ノ
市
の
中
学
校
の
授
業
に

参
加
す
る
友
好
使
節
団
一
行

大
勢
の
来
賓
が
列
席
す
る
中
で
行
わ

れ
た
成
田
市
と
サ
ン
ブ
ル
ー
ノ
市
の

姉
妹
都
市
締
結(

平
成
２
年
10
月
６

日
、
市
庁
舎
大
会
議
室
で)
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平成元年4月、十余三に
つくられたごみの最終
処分場「成田クリーン
パーク」

21
世
紀
に
向
か
っ
て
、
快
適
で
住
み

よ
い
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
運
動
で
、

昭
和
63
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

河
川
や
沼
を
汚
す
最
大
の
原
因
は
、

生
活
排
水
。
き
れ
い
な
水
を
取
り
戻
す

に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革

が
必
要
と
、「
水
を
知
る
」を
テ
ー
マ
に
、

消
費
生
活
展
や
産
業
ま
つ
り
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
、
家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策

の
講
習
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
で
は
、
水
質
浄
化
に
効
果

的
な
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
積
極
的
に

導
入
し
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
浄
化
槽

は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
普
及
し
、

河
川
の
水
質
浄
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

ご
み
問
題
の
解
決
に
は
、
焼
却
場
や

最
終
処
分
場
な
ど
の
処
理
能
力
を
高
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
徹
底
し
た
分
別
処

理
が
必
要
な
た
め
、
平
成
２
年
４
月
か

ら
ご
み
の
収
集
方
法
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
大
き
な
柱
は
次
の
３
点
。

①
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
市
指
定
の

ご
み
袋
を
使
い
、
燃
え
る
ご
み
、
燃

え
な
い
ご
み
の
分
別
を
徹
底
。

②
事
業
所
ご
み
は
事
業
者
の
責
任
で
処

理
す
る
こ
と
に
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
で
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
と
と
も
に
資
源
ご
み
の
回
収
。

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
と
と
も
に
、

生
活
環
境
・
公
衆
衛
生
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
た
め
、
①
家
庭
用
簡
易
焼
却
炉

設
置
補
助
事
業
の
制
定
、
②
ご
み
集
積

所
設
置
費
補
助
金
の
改
定
、
③
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
奨
励
金
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。市

と
市
民
が
協
力
し
て
こ
れ
ら
の
こ

と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ご
み
問
題
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
処
理
場
へ
持
ち
込

ま
れ
る
ご
み
の
量
が
減
少
、
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
の
活
発
化
な
ど
、
確
実
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「きれいな水は家庭から」を
基本理念に

成田の水をきれいにしよう運動

市指定のごみ袋で分別収集を徹底

ごみ問題の取り組み

合併処理浄化槽の仕組
みを説明する職員
（昭和63年5月）

大勢の家族が参加した
印旛沼周辺環境美化運
動（平成元年10月）

補助金の活用できれいにな
ったごみ集積所（平成2年）

リサイクル運動でごみの
減量化（花崎町）


